
○　奈良県の人口増減数　　　9,369人減少　（1,673人増加）

○　自然動態：自然増減数　　9,230人減少　（33人減少）

　　　　　　　　出生児数　　7,524人　　　（44人）

　　　　　　　　死亡者数　 16,754人　　  （77人）

○　社会動態：社会増減数　    139人減少　（1,706人増加）

　　　　　　　　転入者数　 28,367人　　  （4,207人）

　　　　　　　　転出者数　 28,506人　　  （2,501人）

※かっこ内は外国人（内数）の数値

○　月別の人口動態
・自然動態　すべての月で、出生数が死亡数を下回っている。

・社会動態　R3年10月、11月、R4年4月～7月を除き、転入者が転出者を下回っている。

　７．人口動態[自然動態及び社会動態]（令和3年10月1日から令和4年9月30日まで）
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図１２ 月別社会動態図１１ 月別自然動態

図１０ 人口動態の推移





○　出生数が死亡数を上回っている市町村（なし）

○　出生数が死亡数を下回っている市町村（全市町村）

   自然減少数が多い上位３市町村　奈良市△2,414人、大和郡山市△655人、橿原市△553人
   自然減少率が高い上位３市町村　川上村△3.02、御杖村△2.99％、黒滝村△2.95％

　（１）自然動態 [市町村別]（令和3年10月1日から令和4年9月30日まで）

△0.68

△0.82

△0.79

△0.59

△0.46

△0.79

△1.52

△1.66

△0.41

△0.08

△0.36

△1.59

△1.90

△0.79

△0.73

△0.58

△1.12

△0.90

△0.90

△0.60

△1.73

△2.99

△1.54

△1.51

△1.07

△0.26

△0.24

△1.00

△2.88

△1.24

△2.13

△2.95

△2.17

△0.85

△2.08

△1.93

△2.31

△3.02

△1.77

-4.00 -2.00 0.00 2.00

奈良市

大和高田市

大和郡山市

天理市

橿原市

桜井市

五條市

御所市

生駒市

香芝市

葛城市

宇陀市

山添村

平群町

三郷町

斑鳩町

安堵町

川西町

三宅町

田原本町

曽爾村

御杖村

高取町

明日香村

上牧町

王寺町

広陵町

河合町

吉野町

大淀町

下市町

黒滝村

天川村

野迫川村

十津川村

下北山村

上北山村

川上村

東吉野村

△2,414

△503

△655

△369

△553

△427

△413

△392

△480

△65

△135

△437

△60

△142

△169

△160

△80

△73

△57

△188

△22

△43

△101

△77

△230

△62

△82

△168

△175

△203

△103

△18

△25

△3

△62

△14

△10

△34

△26

-2500 -2000 -1500 -1000 -500 0 500

奈良市

大和高田市

大和郡山市

天理市

橿原市

桜井市

五條市

御所市

生駒市

香芝市

葛城市

宇陀市

山添村

平群町

三郷町

斑鳩町

安堵町

川西町

三宅町

田原本町

曽爾村

御杖村

高取町

明日香村

上牧町

王寺町

広陵町

河合町

吉野町

大淀町

下市町

黒滝村

天川村

野迫川村

十津川村

下北山村

上北山村

川上村

東吉野村

図１３ 市町村別自然増減数
（R3.10.1～R4.9.30）

図１４ 市町村別自然増減率
（R3.10.1～R4.9.30）
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○　都道府県別転入者数
   転入者が多い上位３都道府県　大阪府 9,523人、京都府 2,328人、兵庫県 1,807人

○　都道府県別転出者数
   転出者が多い上位３都道府県　大阪府 9,301人、京都府 2,417人、東京都 2,311人

○　都道府県別転出超過数（転出者数－転入者数）

   転出超過数が多い上位３都道府県　東京都 795人、兵庫県 275人、神奈川県 153人

○　ブロック別転入・転出状況

   転入・転出とも、近畿ブロックが最多

　（２）社会動態 [県外移動者]（令和3年10月1日から令和4年9月30日まで）
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図１６ 県外移動者ブロック別状況（令和3年10月1日～令和4年9月30日）

図１５ 県外移動者数の推移

表５ 県外移動者数（上位１０都道府県）（令和3年10月1日～令和4年9月30日）
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都道府県名 人数（人) 構成比（％） 都道府県名 人数（人) 構成比（％） 都道府県名 人数（人)

1 大阪府 9,523 33.57 大阪府 9,301 32.63 東京都 795
2 京都府 2,328 8.21 京都府 2,417 8.48 兵庫県 275

3 兵庫県 1,807 6.37 東京都 2,311 8.11 神奈川県 153
4 東京都 1,516 5.34 兵庫県 2,082 7.30 埼玉県 113

5 愛知県 1,043 3.68 愛知県 1,141 4.00 滋賀県 109
6 三重県 850 3.00 神奈川県 933 3.27 愛知県 98

7 神奈川県 780 2.75 三重県 781 2.74 京都府 89
8 和歌山県 566 2.00 滋賀県 661 2.32 千葉県 69

9 滋賀県 552 1.95 和歌山県 634 2.22 和歌山県 68
10 千葉県 496 1.75 千葉県 565 1.98 山口県 44

本県への転入者数 本県からの転出者数 転出超過（転出-転入）数



○　転入超過の市町村（11市町）
   転入超過数の多い上位３市町村　奈良市 908人、広陵町 234人、桜井市 192人

○　転出超過の市町村（28市町村）
   転出超過数の多い上位３市町村　天理市△688人、五條市△268人、宇陀市△174人

※　上記転入・転出超過数は県内移動と県外移動を合わせた合計である。

　（３）社会動態 [市町村別]（令和3年10月1日から令和4年9月30日まで）

図１７ 市町村別転入・転出超過数 （R3.10.1～R4.9.30）
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